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寒冷地における綬効性窒素肥料の利用に関する研究

第11報　重窄素利用による吸収特性把捉

小野剛志，高橋政人，佐藤　健●

（れ手札卜と農業試験場，■チッソ旭肥料（株）仙台友情）

＾ppIJeation（）r SIoW－IicIcasc＼itrogenl・1crtilizersinlhc C（）tLIIi叩10n

11．CharactcrisLies of the nitrogcn absorpいOn On rie（ゝ行（）m

＼15rIJとlbe‖C（1T．r）100とlnd　とHllmOnium sulrとltL一

TsuyoshiONO，MasaoTAKA11人SHla一一drrakeshiSATO■

（Iwatc－kcn AgrimlturalTミxperimぐnt Stati（）n．＋sendairblanch orchiss（）－＾sahiドC－1tilizerCo・）

1　は　じ　め　に

これまで樹脂被覆尿素（LP100）を川いた水稲基肥・

Lul施肥法の生育収見特作■ノを報告してきたが，本方式確立

の原点となる施肥等素利用率にl対しては来報告であった。

今回は垂窒素ラベルのLPlOOと硫安を用い，江刺市の槻

色低地上と滝沢村の黒ポク上で仝屑施肥で検討した結果を

報告する。

2　試　験　方　法

日）試験年次，十壌及び圃場条件；

1）1987年度二岩手農試県l粗分場（江刺市）8号日，

褐色低地－L　イナワラ搬此′ト厩肥1．21連用川。

2）1988年度：前年度同圃場，ただし／ト厩肥無地川と

した。

3）1990年度：ri手農試本場（滝沢村），アロ7ェン

質黒ポクL　イナワラ搬肛／ト蛭肥1．5t連用tH

（2）供試肥料及び施肥条什；

1）1987年度：弔零素（3．04atom％）でラベルした

LPlOOと硫安単体をそれぞれ糊巴にN5kg／10a施肥。

硫安区のみ重電素硫安（5．16at（）m％）を幼穂形成期にN

2kg／10a追肥した。

2）1988年度：県内で市販されている賜肥　や1施肥川

LP配合肥料に合わせ，LPlOO態窒素配合割合を70％と

し，N6kg／10a劉巴とした。垂寄掛は3．O4atom％ラベ
ルのLP100と硫安の2処理区を設け．区の合成でLP配

合肥料の吸収を見た。

3）1990年度：滝沢の黒ポク1二で重省長ラベルL P

lOO（3．00atom％）と硫安（3．02atom％）単体を儀肥に

各N10kg／10a施肥し，無追肥とした。

いずれも燐酸と加里は慣行局全面令嗣基肥施川とし，窒

素のみ鉄枠内（0．27及び1㌦）全開施肥で－枠外は無智素

とした。

（3）耕稀概要；

年次　施肥納■移植朋■　酪… 裁柄密度　収稽期■

1987　　5／13　　5／14　推蔚S　24株ノd　9／29

1988　　5ノ9　　5／9　稚苗S　24　　　　9／26

Ⅰ990　　5／ほ　　5／17　中蔚A　20．47　　9／25

り日日　■■品種：S：ササニシキ．A：あきたこまち．
手樽5本／株．

73

（4）調査及び分析法：年百時期別に稲体を採取し，稲

体乾物をH2SO．－H202分解後，ケルダールはにより脊

索濃皮を定員した。窒素定量液を加熱濃縮し．昭光通商の

マススペクトル法で重室長濃度を依頼分析し∴施肥零素と

上壌窒素の割合を求めた。窒素利川率は施肥量に対する水

稲の吸収施肥窒素出割合を求めたが，LP肥料は徐々に溶

出するため，施肥朋にLP甲体を圃場埋設し，時期別に取

り出して粒内残存窒素分折柄から前山割合を計算し∴柄出

成分韻に対する利用ヰ沌計算した。

3　試　験　結　果

m1987年度：匪日に硫安による窒素吸収パターンを示

した。射肥窄動は幼穂形成期までに1．19kg吸収され．利用

率は24％であった。・ん追肥はN2kg／10aのうち最人1．

35kgが吸収され，利用率は68％であった。施肥零素合体

では2．27kg／10a吸収され，糾‾H率は32％であった。水稲

吸収全室素11．2kg／lOaから．‾卜壌額素は8．9kg／10a吸収

された計界となり，その割合は80％であった。

IXI2にlJP川口による登素吸収パターンを′Jこした。同一

施肥最ではLP区の方が零素濃度もI高く推移し　吸収Hも

硫安区に優った。最終的に水稲が吸収した窒素旭は12．8
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1987年度．硫‘女医水稲窒素吸収パターン
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図21987年度．LP区水稲零素吸収パターン
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kg／10aで，そのうち4．1kg／10aが施肥登素にHl来した。

利用率は81％であったが．LPlOOの溶出は収穫期に92％

であったため，溶lI掩束に対する別川率は88．2％であった。

上壌窄素吸収は8．7厘／10a，その割合は68％で硫安区よ

り低かった。

（2）1988年度：図3にLPlOO（N4．2kg／10a）と硫安

（Nl．8kg／10a）による零糸吸収パターン合成凶を示した。

2

1

人

U

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

登
豪
吸
収

ロ肥料愕羞　＋全軍素
（LP十硫安）　吸収ilt

o坑′友窒素
8．9

＿．＋▲■■

6．2ノ・
十’‘

3．6・‘

＃　　　　　　　　2．6 3．1

．3盈帰一一一「㌃‾‾「DO．4

0　　　20　　40 60　　80　1（抑　120　140
移植後日数

図31988咋凰　LP7割配合肥料による
水稲窒素吸収パターン（合成囲）

劉肥窒素は硫安で0．4kg，LPlOOで2．6kg吸収され，利川

率は各々23％と63％であった。ただしLPlOOの溶出に対

する利用率は68％である。前年（昭和62咋）よりLPの利

川率が卜がった原因は冷害気象が影響したことにあるもの

と思われる。配合窒素肥料全体では3．1kg／10aが吸収さ

れ，利用率は51％であり∴前年度の硫安とLPlOO単体の

中間的な値であった。水稲吸収全零素10．8kg／10aから，

上塊等素は7．7kg／1ぬ吸収された計算となり，その割合

は71．6％でこれも前年度の硫安区とL PlOO単体区の中間

的な値であった。

（3）1990年度：基本設計は1987年度と同じであるが，場

所及び1二域型を変え，施肥紬は滝沢地区の標準である基肥

10kg／10aとした。本地医の黒ポクートは減水深が大きく，

速効件窒素の流亡が人きいとみられ仁基肥冠が多い。結果

を図4，図5に示した。LP区の窒素吸収は旺盛であり，

水稲吸収令等素が同じ施肥星の硫安区より1．5倍もL回っ

た。LP区の施肥等糸利用率も66％で88年度と類似した低

となり，硫安区の25％に優った。1二壌零素はいずれも8k

g／10a前後で人差がなかったが，全窒素吸蜘こ占める†二

壌窒素の割合はLP区が約54％，硫安医が約81％で．LP

医が低かった。

4　考　　　　察

3年間の試験結果より∴第・点としてLPlOOの利用率

が速効性の硫安に比べ極めて■引、ことが分かった。これは

施肥零素の多くが作物に吸収利川されるため，脱賓や流し

による環境汚染が極めて低いことを意味する。第二点とし

て水稲吸収窒素を施肥等糸と十壌窒素に分けると，施肥零
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図41990咋度，硫安区水稲窄素
吸収パターン
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図51990年度，LPlズ水稲窒素
吸収パターン

兵の割合が高いことが分かった。第一二山として同・基肥局

では水稲吸収零素が速効性肇菜よりも増える。この傾向は

黒ポク上で著しく　慣行基肥蛍が多い低地カー1二で基肥＝川

施肥はの効果が大きいというこれまでの結果■）と符合する。

本試験においてはl司一一基肥星LPlOOと硫安を比較した

が，1987，19901耳咋度ともLPlOO医の水稲窒素吸収量が

多かったため，I二蟻等素吸収紬は同じであった。しかし減

肥によりLPl大の等糸吸収を速効性窒素職に抑えた場合に

は，地力等英が低く抑えられる可能性がある。本試験の結

果より見て基肥1回施肥法では減肥が‖J能であり，また今

後の食味や環境問題とのからみで減肥が更に重要になる。

現／t三γ汗県では本〟式で慣行奪素量の10－30％滅肥を行っ

ているが，仁蟻によっては動こ滅肥の吋能性があると考え

られる。

5　ま　　と　　め

LPlOOを川いた水稲属肥一一一・回施肥法の窒素利用率を重

等英ラベルのLP100と硫安を用い，江刺lIiの褐色低地I二

と滝沢の黒ポク十で検討した。その結果，本方式では施肥

窒素の利用率が高く，十壌聾素の割合が低いこと．同一施

肥眼では水稲吸収窒素が速効性窒素よりも増えることより，

滅肥の■寸能性が示された。
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